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１
月
２３
日
（
火
）、
化
石
魅
力
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
尾
道
市
立
御
調
西
小
学
校

で
出
前
講
座
を
実
施
し
、
６
年
生
が
「
化

石
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
体
験
」
を
通
し
て
「
地

球
の
歴
史
」
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
、
尾
道
市
河
内
公
民
館
の
「
学

社
連
携
・
融
合
」
事
業
と
し
て
、
学
校
と

地
域
の
連
携
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
企

画
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

 

今
回
の
出
前
講
座
は
、
公
民
館
主
催
事

業
（
社
会
教
育
）
を
学
校
（
学
校
教
育
）

が
全
面
的
に
協
力
し
、
授
業
の
一
環
と
し

て
学
校
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
こ

と
に
意
義
が
あ
り
、
御
調
地
域
学
校
運
営

協
議
会
や
御
調
地
区
各
公
民
館
等
か
ら

の
視
察
も
あ
り
、
地
域
で
の
「
学
社
」
の

つ
な
が
り
や
関
心
、
尾
道
市
生
涯
学
習
の

先
進
性
も
強
く
感
じ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
「
公
民
館
等
活
性
化
モ
デ
ル
事

業
」
の
関
連
で
、
広
島
県
立
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
か
ら
も
視
察
が
あ
り
、
油
木
協
働

支
援
セ
ン
タ
ー
（
に
し
か
わ
化
石
館
）
と 

河
内
公
民
館
・
御
調
西
小
学
校
と
の
連
携

を
高
評
価
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

「
大
谷
翔
平
選
手
が
全
国
の
小
学
校
へ
グ
ロ
ー

ブ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
」、
ニ
ュ
ー
ス
で
も
話
題
に
な

っ
て
い
ま
し
た
が
、
油
木
小
学
校
に
も
グ
ロ
ー

ブ
が
届
き
、
１
月
１１
日
（
木
）
に
は
贈
呈
式
を

行
い
全
校
児
童
に
披
露
し
ま
し
た
。
グ
ロ
ー
ブ

が
届
い
た
こ
と
を
知
っ
た
児
童
は
、
目
を
輝
か

せ
大
歓
声
で
し
た
。
休
憩
時
間
に
は
グ
ロ
ー
ブ

を
は
め
て
野
球
や
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
て
い

ま
す
。 

 

グ
ロ
ー
ブ
と
一
緒 

に
「
野
球
を
し
よ
う 

ぜ
」
と
い
う
大
谷
選 

手
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー 

ジ
が
あ
り
ま
し
た
。 

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
き
っ 

か
け
に
、
運
動
す
る 

楽
し
さ
を
感
じ
る
児 

童
が
さ
ら
に
増
え
て 

い
け
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

（
油
木
小
学
校
） 

 

１
月
５
日
（
金
）、「
に
し
か
わ
化
石
館
」
は
開
館
以
来
１０００ 

人
の
来
館
者
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

記
念
す
べ
き
来
館
者
は
、
柚
木
龍
雄
さ
ん
・
柚
木
文
恵
さ

ん
ご
夫
妻
（
岡
山
県
井
原
市
）
で
、
松
岡
純
夫
油
木
協
働
支

援
セ
ン
タ
ー
に
し
か
わ
分
室
長
よ
り
、
心
ば
か
り
の
記
念
品

を
贈
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

柚
木
さ
ん
ご
夫
妻
は
、
美
術
館
や
博
物
館
を
巡
る
の
が
趣

味
で
近
隣
各
県
へ
も
よ
く
足
を
延
ば
さ
れ
て
お
り
、
国
道
１８２

号
線
を
通
っ
た
際
に
「
に
し
か
わ
化
石
館
」
の
看
板
が
以
前

か
ら
気
に
な
っ
て
い
た
そ
う
で
、
１
月
５
日
の
午
前
中
に
開

館
の
有
無
を
電
話
で
確
認
さ
れ
て
来
館
さ
れ
ま
し
た
。 

 

お
二
人
と
も
「
化
石
・
鉱
石
」
に
興
味
関
心
を
持
た
れ
て

お
り
、「
西
川
さ
ん
個
人
で
よ
く
こ
れ
だ
け
集
め
ら
れ
ま
し
た

ね
。
井
原
市
の
化
石
も
あ
り
身
近
に
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
よ

く
整
理
し
て
展
示
し
て
あ
り
す
ご
い
で
す
。
」
等
、「
に
し
か

わ
化
石
館
」
の
展
示
物
へ 

も
興
味
を
示
し
て
い
た
だ 

き
ま
し
た
。 

 

令
和
６
年
は
「
辰
年
」、 

そ
し
て
記
念
す
べ
き
来
館 

者
が
「
柚
木
龍
雄
」
さ
ん 

ご
夫
妻
で
、
縁
起
の
良
い 

ス
タ
ー
ト
を
き
る
こ
と
が 

で
き
ま
し
た
。 

「にしかわ化石館」は、

神石高原町プレミアムブ

ランド「ＪＩＮプレミア

ム」として 

認定されて 

います。  

 

西川功氏は、「生涯学習」という言葉がまだ日本で注目される、前から、

「化石・鉱石」の研究を通じて「生涯学習」を体現されてきました。改め

て、その功績を後世に伝えていくことが「生涯学習社会」の広がりです。 

 

‐今後ともよろしくお願いします‐ 

油木協働支援センター 

にしかわ化石館 

化石魅力化プロジェクト 

 

町内には「先人たちのお宝」が数多く遺されています。この「地域の財産」を

どう活用できるか、「専門家」の指導・助言・支援が必要だと思います。 

 

にしかわ化石館 ☏ 81-0309 

 開館：毎週月・水・金 11:00～19:00 

「これは小さな小さな標本室です。標本も小さいし、

設備も至って貧弱です。しかし、近くには利用できる

地学関係の博物館がありません。地学に興味を持つ人

は、どうか遠慮なくこの標本室を利用してください。

…趣味で地学の勉強を続けるうち、実物標本の必要を

痛感しました…。」 

（旧西川化石標本室パンフレットより 一部抜粋） 

 

 

 

尾道市立御調西小学校で出前講座を実施
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初花月 

 

 

 

野球をしようぜ！

 

 

「生涯学習」とは、様々な場や機会において

行う学習の意味で用いられます。 

また、生涯のいつでも、自由に学習機会を選

択して学ぶことができ、その成果が適切に評

価される社会を指すものとして「生涯学習社

会」という言葉も用いられます。 

 

 

「にしかわ化石館」来館者１０００人達成！

ゆ
き
の
灯
り 
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来館者数R3.10～

R6.01

町内

町外

「にしかわ化石館」は、西川功さんの意思を受け継ぐととも

に、油木地域の活性化と文化向上に寄与することを目的に、

令和３年１０月４日に開館しました。 

わ
く
わ
く
し
な
が
ら
掘
り
進
め
、

二
枚
貝
や
巻
貝
の
化
石
を
掘
り

出
し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
歴
史

的
発
見
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
み
ん
な
掘
り
出
し
た
化
石
を

お
土
産
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

御
調
西
小
ニ
ュ
ー
ス
（
抜
粋
） 
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いよいよ本年度最後の 

  レッスンです！ 

        スカッシュはロサンゼルスオリンピックの 

追加競技に決定しました！！ 

 

今
年
も
学
べ
る
伝
統
の
「
味
」
！ 

令
和
６
年
版 

―みんなで子育て―（参考：香川県教育委員会「今こそ家庭教育」）             ★地域で子どもを見守り育てましょう（油木協働支援センター） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもにとっての「できた」は、「やってみよう」の延長線上にはじめて実感されるもの。 

その場での「できた/できない」の結果ではなく、子どもの自ら挑戦したい気持ちを理解し、 

支えることが、子ども自身を伸ばすことにつながる。 

 

 

「
に
し
か
わ
化
石
館
」
運
営
に
立
ち
上
げ
か

ら
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
藤
井
真
一
さ
ん
（
油

木
出
身
：
福
山
市
在
住
）
か
ら
、「
に
し
か
わ
化

石
館
」
へ
恐
竜
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
の
ミ
ニ
チ

ュ
ア
骨
格
模
型
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
（
精
巧
に
で
き
て
い
ま
す
） 

 

実
際
の
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
は
、
全
長
約
１３ 

ｍ
・
体
重
約
９
ｔ
の
肉
食
恐
竜
だ
そ
う
で
す
。 

 

「
に
し
か
わ
化
石
館
」
へ
来
館
の
際
に
は
、 

是
非
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

  

「やってみよう」から始まる子どもの世界

 

○大人の適切な指導があれば、生活習慣のほとんどは「少

しずつ、いずれできるようになっていく」ものでもありま

す。一生のうちでほんの短い時間である子育てのひと時、

子どもの失敗を気にしながら過ごすばかりではなく、これ

からの姿を楽しみにしながら豊かに過ごしたいですね。 

○子どもと“一人で真正面から向き合う”だけでは行き詰

まることもあります。夫婦や祖父母、身近な大人で協力し 

合いながら、少し離れて一呼吸おく時間をつくってから、

再び子どもの姿を見つめてみるのもよいでしょう。 

○子どもの示す“失敗”の姿は、意外にどの家庭でも共通

している部分が多いもの。子育て仲間に相談すると、「今」 

を乗り越えるヒントが見えてくることもあります。 

 

 

気持ちにゆとりをもつために

 

 

令
和
６
年
も
子
ど
も
た
ち
の
元

気
な
声
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

■
蒟
蒻
作
り
教
室
（
１
月
２０
日
） 

 

赤
木
健
二
先
生
の
指
導
で
「
蒟 

蒻
」
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
手 

の
中
で
丸
く
固
め
て
、
プ
リ
プ 

リ
の
丸
蒟
蒻
を
作
る
こ
と
が
で 

き
ま
し
た
。 

■
お
茶
教
室
⑤
（
１
月
２７
日
） 

 

小
田
緑
先
生
と
神
石
高
原
町
女 

性
会
油
木
支
部
の
皆
さ
ん
の
指 

導
で
、
床
に
新
春
の
生
け
花
を 

飾
り
付
け
て
「
新
春
の
初
釜
」 

を
テ
ー
マ
に
、
盆
手
前
の
作
法 

を
学
び
ま
し
た
。 

 
 

  

 
 

 

 
 

 

油
木
の
「
元
気
の
出
る
話
」
や
「
地
域

の
話
題
」
等
が
あ
れ
ば
、
情
報
を
提
供

し
て
く
だ
さ
い
。 

（
油
木
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
） 

講
師
（
杜
氏
） 

 

門
田 

茜 

先
生 

 

場
所 

 

油
木
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

‐詳細はＨＰ/11ch でご確認ください‐ 

ＲＣＣ「元就」で 

紹介されました！ 

 

ティラノサウルス来襲！

 

ミニチュア

 

 

 

こ
の
農
業
体
験
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
神
石
高
原
つ
た
え
る 

ネ
ッ
ト
を
通
し
、「
東
油
木
自
治
振
興
会
創
造
工
房
」
の

事
業
と
し
て
、
「
日
本
の
伝
統
や
食
文
化
・
自
然
環
境
」

の
大
切
さ
を
体
感
し
て
も
ら
う
た
め
に
１
年
を
通
じ
て 

実
施
し
た
も
の
で
す
。（
す
べ
て
の
活
動
を
創
造
工
房
ス

タ
ッ
フ
が
中
心
と
な
り
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。） 

■
５
月
２４
日
（
水
）
田
植
え
体
験 

 
 

１
～
３
年
生
１６
名
・
教
職
員
３
名
が
参
加
し
、
泥 

 
 

だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら
楽
し
く
活
動
し
ま
し
た
。 

■
９
月
２３
日
（
土
）
稲
刈
り
体
験 

 
 

１
～
３
年
生
１９
名
・
教
職
員
３
名
が
参
加
し
、
春 

 
 

に
植
え
た
稲
の
生
長
を
確
か
め
な
が
ら
刈
り
取
り 

 
 

を
行
い
ま
し
た
。 

■
１
月
１３
日
（
土
）
餅
つ
き
体
験 

 
 

神
石
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
へ
の
出
前 

 
 

餅
つ
き
を
行
い
ま
し
た
。
餅
つ
き
は
１
～
４
年
生 

 
 

が
体
験
し
ま
し
た
が
、
全
校
生
徒
と
全
教
職
員
の 

 
 

お
餅
も
作
り
ま
し
た
。
と
て
も
好
評
で
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
つ
た
え
る
伝
二
） 

 
 

◎
お
問
い
合
わ
せ
（
つ
た
え
る
ネ
ッ
ト
事
務
局
） 

 
 

 
 

 

☏
：
０
９
０‐

７
５
０
８‐

０
５
９
７
（
赤
木
） 

 
 

 

 

 

 

 

― 佐々木リョウ ― 

三次市出身＆在住。シンガーソングライター。 

マツダスタジアムでの始球式・国歌斉唱、ひろしま

フラワーフェスティバルでのフラワー歌手等の実

績がある。 

現在、自身の冠番組ＲＣＣラジオ「佐々木リョウの

バリＡじゃんラジオ」は今年１０年目を邁進中！ 

 

 

 

郡司孝一コーチの 

神石インターナショナルスクール

 

（協力：つたえるネット＆東油木自治振興会）

３
月
15
日
（
金
）

 

 

会場：油木コミュニティセンター

 

逢いまＳＨＯＷ！！

 

詳細はＨＰ/１１ｃｈで 

ご確認ください 


